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繰入金
28億3027万円
（15.8%）

市税
19億1805万円
（10.7%）

寄附金
9億481万円（4.0%）

地方交付税
53億2074万円
（29.7%）

国庫支出金
24億1570万円
（13.5%）

県支出金
16億6372万円
（9.3%）

市債
13億9210万円
（7.8%）

その他自主財源
7億1731万円（4%）

その他依存財源
7億6230万円（4.2%）

収入（歳入）

179億
  2500万円

依存財源
国・県から割り当てられた

お金や借入金

115億5456万円

自主財源
市で集めるお金

63億7044万円

市民税、固定資産税
など、市民の皆さん
から納められる税金

ふるさと納税
などでいただ
くお金

使用料、手数料など

地方自治体間の格差をなくす
ため、国から交付されるお金

県からの補助金

国からの補助金

国や銀行から借りるお金

地方譲与税、利子割交付金など

特別会計や基金から
繰り入れるお金

　令和８年第一回定例会は２月１９日から３月１７日までの２７日間開催され、市長提案の条例案
をはじめ令和８年度予算案など合計２４件が審議されました。
　令和８年一般会計予算案は総額１７９億２５００万円となり、前年比４．４％の増となりました。

一般会計総額１７9億２５００万円

会計区分

予算額
前年度比

179億2500万円
+７億6000万円

25億9842万円
-２億8996万円

3億3642万円
+3379万円

24億8425万円
-1409万円

一般会計 国民健康保険
特別会計

後期高齢者医療 介護保険

一
般
・
特
別
会
計

収　入
支　出

2億8893万円
4億8561万円

10億1285万円
8億1119万円

2億3123万円
5億6635万円

資本的収支
6億358万円
5億8560万円

収入的収支
水道会計 下水道会計

収入的収支 資本的収支
企
業
会
計

令和８年度

予 算

繰入金
28億3027万円
（15.8%）

地方交付税
53億2074万円
（29.7%）

国庫支出金
24億1570万円
（13.5%）

県支出金
16億6372万円
（9.3%）

市債
13億9210万円
（7.8%）

その他依存財源
7億6230万円（4.2%）

収入（歳入）

179億
  2500万円

依存財源
国・県から割り当てられた

お金や借入金

115億5456万円 地方自治体間の格差をなくす
ため、国から交付されるお金

県からの補助金

国からの補助金

国や銀行から借りるお金

地方譲与税、利子割交付金など

特別会計や基金から
繰り入れるお金

　令和８年第一回定例会は２月１９日から３月１７日までの２７日間開催され、市長提案の条例案
をはじめ令和８年度予算案など合計２４件が審議されました。
　令和８年一般会計予算案は総額１７９億２５００万円となり、前年比４．４％の増となりました。

一般会計総額１７9億

会計区分

予算額
前年度比

179億2500万円
+７億6000万円

25億9842万円
-２億8996万円

一般会計 国民健康保険

一
般
・
特
別
会
計

収　入
支　出

2億8893万円
4億8561万円

資本的収支
6億358万円
5億8560万円

収入的収支
水道会計企

業
会
計

令和８年度

予 算

総務費
45億493万円
（25.1%）

民生費
38億1203万円
（21.3%）

衛生費
13億1950万円
（7.4%）

教育費
22億4266万円
（12.5%）

公債費
14億2213万円
（7.9%）

その他
1億6874万円（1.0%）

支出（歳出）

179億
 2500万円

行政事務包括業務委託や
職員研修事業、庁舎の
維持管理にかかるお金

高齢者・障がい者福祉や
保育園、こどもの医療費
助成などにかかるお金

農業・林業・
漁業の振興、
維持にかかるお金

予防接種・検診・ごみ処理
などにかかるお金

議会費、
労働費など

２５００万円 前年度比 4.4%の増

・ふるさと納税は９億円を見込む
・二又地区公共施設整備事業開始
　　・コミュニティセンター
　　・消防団矢作分団１部屯所
　　・二又診療所

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

158億2700万

169億5000万 171億6500万
179億2500万5年間の一般会計当初予算の推移

総務費
45億493万円
（25.1%）

民生費
38億1203万円
（21.3%）

衛生費
13億1950万円
（7.4%）

土木費
23億571万円
（12.9%）

消防費
6億7264万円（3.7%）

教育費
22億4266万円
（12.5%）

公債費
14億2213万円
（7.9%）

その他
1億6874万円（1.0%）

農林水産業費
10億4169万円（5.8%）

商工費
4億3497万円（2.4%）

支出（歳出）

179億
 2500万円

行政事務包括業務委託や
職員研修事業、庁舎の
維持管理にかかるお金

高齢者・障がい者福祉や
保育園、こどもの医療費
助成などにかかるお金

農業・林業・
漁業の振興、
維持にかかるお金

予防接種・検診・ごみ処理
などにかかるお金

商業・工業の振興、
維持にかかるお金

道路や河川の整備・
維持にかかるお金

消防署・消防団の
活動にかかるお金

市債として借りた
お金の返済など

議会費、
労働費など

給食や小中学校、
スポーツ施設などの
維持管理にかかるお金

予算の内訳

一般会計総額１７9億２５００万円 前年度比 4.4%の増

・ふるさと納税は９億円を見込む
・二又地区公共施設整備事業開始
　　・コミュニティセンター
　　・消防団矢作分団１部屯所
　　・二又診療所

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

170億600万

158億2700万

169億5000万 171億6500万
179億2500万5年間の一般会計当初予算の推移
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令和８年度 令和８年度 予算予算

目 事 業
　第１回定例会では、予算等特別委員
会を開催し、審査しました。その中で注
目される新規事業を紹介します。

　予算額は、令和８年度のみの金額であり、
全体事業費ではありません。複数年事業も
あります。

新規注
市立博物館被災資料修復・市立博物館被災資料修復・
保管事業費保管事業費
大震災で被災した博物館資料の安定化処理や、
修復に要する費用を基金として積み立てを行う。

令和９年度の完成へ令和９年度の完成へ
二又診療所新築工事費二又診療所新築工事費
矢作地区コミュニティセンター新築工事費矢作地区コミュニティセンター新築工事費
矢作分団第１部消防屯所建築工事費矢作分団第１部消防屯所建築工事費

道路等包括管理業務委託料道路等包括管理業務委託料
市道の維持管理を市内建設業者等の団体に包括し
て委託。

産学連携研究開発等推進事業費産学連携研究開発等推進事業費
本市と連携協定を締結している大学の教授などに
対し、本市に滞在して行う研究活動費を助成。

ＥＶ・充放電設備に補助事業ＥＶ・充放電設備に補助事業
電気自動車や充放電設備に各10 万円補助。

蓄電池に補助事業蓄電池に補助事業
蓄電池に補助率2/3、上限40 万円を補助。

児童生徒学校適応支援事業費児童生徒学校適応支援事業費
児童生徒の学校適応のため中学校内に教育支援セ
ンター支援員配置。

コミュニティ支援業務委託料コミュニティ支援業務委託料
市内３つの公営住宅に対して自治会支援を行う。

子育て応援在宅育児支援金子育て応援在宅育児支援金
在宅で３才未満の児童を養育し、育児休業給付金
を受給していない保護者に児童一人当たり月２万
円を支給。

8 億 8495 万円

2 億 9988 万円

3 億 316 万円

7894 万円

1 億 8151 万円

300 万円

100 万円

1864 万円

382 万円

526 万円

4りくぜんたかた市議会だより　No.1365 りくぜんたかた市議会だより　No.136



と
併
せ
た
活
動
の
継
続
は
ど
う

か
。

答
　
市
公
認
ク
ラ
ブ
で
あ
れ
ば

補
助
金
対
象
に
な
る
。

問
　
部
活
動
地
域
展
開
推
進
事

業
の
事
業
内
容
は
。

答
　
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、

学
校
と
し
て
部
活
動
の
チ
ー
ム

が
成
り
立
た
な
く
な
っ
た
の
で
、

市
公
認
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
編

成
し
た
い
。

問
　
市
内
だ
け
で
は
人
数
が
足

り
ず
活
動
で
き
な
い
ク
ラ
ブ
も

あ
る
の
で
、
市
外
か
ら
の
参
加

問
　
カ
キ
養
殖
で
の
へ
い
死
な

ど
が
深
刻
で
あ
り
、
漁
業
者
支

援
に
貝
毒
検
査
費
用
の
補
助
増

額
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
検
査
費
用
が
百
分
の
一
に

な
る
技
術
が
開
発
さ
れ
る
見
込

み
だ
。

問
　
そ
の
検
査
方
法
が
始
ま
る

ま
で
は
、
暫
定
的
に
補
助
を

も
っ
と
積
極
的
に
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答
　
新
た
な
検
査
方
法
の
確
立

前
に
さ
ら
な
る
検
査
費
用
支
援

を
行
い
た
い
。

問
　
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答
　
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
を
読
み

取
る
こ
と
で
、
氏
名
や
住
所
な

ど
の
情
報
が
自
動
入
力
さ
れ
、

各
種
申
請
書
へ
の
記
入
が
不
要

と
な
る
。
ま
た
、
自
宅
な
ど
か

ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

事
前
に
申
請
書
を
作
成
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
な
お
、
従
来
の

手
書
き
に
よ
る
申
請
書
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
設
置
す
る
。

問
　
大
き
な
地
震
の
際
に
電
気

を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
へ
の
支
援
は
。

答
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
も
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
の
対
象
と
す
る
。

ま
た
、
８
年
度
か
ら
は
ア
ス
ベ

ス
ト
検
査
と
エ
ア
コ
ン
設
置
も

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
対
象
と
す

る
。

中
学
校
の
部
活
動
は
？

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
と
は
？

貝
毒
検
査
補
助
の

増
額
は
？

申請書記入の省略が期待される窓口

　貝毒検査が義務付けられているカキ

市公認のクラブチームへ

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

設
置
へ
の
支
援
は
？

〈質疑〉

た
結
果
、
必
要
な
事
業
の
実
施

に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
不
足
す
る
歳
入
に
つ
い
て

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

対
応
し
た
た
め
。

問
　
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
額

は
、
令
和
６
年
度
が
８
億
円
、

令
和
７
年
度
が
10
・
８
億
円
、

今
年
度
は
12
億
円
と
増
加
傾
向

に
あ
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

影
響
す
る
要
因
が
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
明
確
な
見
通
し
を
示

す
こ
と
は
難
し
い
が
、
今
後
は

事
業
の
精
査
な
ど
を
行
い
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
額
の

縮
減
に
努
め
る
。

問
　
全
屯
所
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
の
か
。

答
　
全
屯
所
33
カ
所
中
、
未
設

置
11
カ
所
へ
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
。

問
　
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金

が
12
億
円
と
い
う
大
き
な
額
と

な
っ
て
い
る
要
因
は
。

答
　
各
事
業
の
内
容
を
精
査
し

予算等特別委員会

財
政
調
整
基
金

繰
入
金
の
見
通
し
は
？

市
内
の
全
消
防
屯
所
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は
？

　令和８年度の一般会計、及び各種特別会計・企業会計の予算案は、予算等特別委員
会（委員長・藤倉泰治議員）で、２月27日から3月10日までの５日間、審査しました。
　市政全般に渡り、多くの質疑がありました。その中から、一部を紹介します。
　予算等特別委員会の最終日には、財政調整基金の繰り入れなどについて議員間討
議が行われ、財政調整基金の考え方などについて議論されました。

議員間討議の様子

エアコンが設置される既存消防屯所

予算審査ここが
聞きたい
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（専決処分１件、認定１件、条例８件、補正予算５件、予算５件、契約２件、議員発議１件、その他１件）

議案１	 令和７年度陸前高田市一般会計補正予算	
	 （第７号）の専決処分について
	 衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国	
	 民審査執行のための補正予算
議案２	 陸前高田市過疎地域持続的発展計画の策	
	 定について
議案３	 市道路線の認定について
議案４	 陸前高田斎苑火葬炉等改修工事の変更請	
	 負契約締結について
	 高圧ケーブル等の取り替えに伴う電気設備工	
	 の増
議案5	 市道狩集久連坪線歩道整備工事の変更請	
	 負契約締結について
議案６	 令和７年度陸前高田市一般会計補正予算	
	 （第８号）
議案７	 令和７年度陸前高田市国民健康保険特別	
	 会計補正予算（第４号）
議案８	 令和７年度陸前高田市後期高齢者医療特	
	 別会計補正予算（第２号）
議案９	 陸前高田市行政手続における特定の個人	
	 を識別するための番号の利用等に関する	
	 法律に基づく個人番号の利用及び特定個	
	 人情報の提供に関する条例の一部を改正	
	 する条例
議案10	 陸前高田市小規模給水施設設置条例の一	
	 部を改正する条例

議案11	 陸前高田市国民健康保険税条例の一部を	
	 改正する条例
	 国民健康保険税の税率引き下げに係る改正
議案12	 陸前高田市介護保険条例の一部を改正す	
	 る条例
議案13	 文化財保護条例の一部を改正する条例
	 文化財保護審議会を設置するため
議案14	 陸前高田市火災予防条例の一部を改正す	
	 る条例
議案15	 被災資料修理技術開発基金条例
議案16	 令和８年度陸前高田市一般会計予算
議案17	 令和８年度陸前高田市国民健康保険特別	
	 会計予算
議案18	 令和８年度陸前高田市後期高齢者医療特	
	 別会計予算
議案19	 令和８年度陸前高田市介護保険特別会計	
	 予算
議案20	 令和８年度陸前高田市水道事業会計予算
議案21	 令和８年度陸前高田市下水道事業会計予	
	 算
議案22	 陸前高田市国民健康保険税条例の一部を	
	 改正する条例
	 子ども・子育て支援納付金課税のため
議案23	 令和８年度陸前高田市国民健康保険特別	
	 会計補正予算（第１号）
発議１	 議案第16号令和８年度陸前高田市一般会	
	 計予算に対する附帯決議案について

 ※「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「議」は議長のため採否に参加せず。 【採決状況一覧】

 

佐
々
木
良
麻

菅
野
秀
一
郎

小
林
　
　
卓

木
村
　
　
聡

大
和
田
加
代
子

中
野
　
貴
徳

伊
勢
　
　
純

佐
々
木
一
義

大
坂
　
　
俊

菅
野
　
広
紀

大
坪
　
涼
子

福
田
　
利
喜

藤
倉
　
泰
治

伊
藤
　
明
彦

鵜
浦
　
昌
也

及
川
　
修
一

議案第１〜15号
議案第17〜21号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案第16号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議
議案第22号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 議
議案第23号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ 議
発議第１号 ○ × × ○ × 欠 ○ ○ × × ○ × ○ × × 議

令和８年第１回定例会提出議案

新年度予算と市長
公約の実現には、
深い溝がある。

令和８年度国民健康保険税

　令和８年度の一般会計当初予算案は、歳入歳出そ
れぞれ179億2500万円で、前年度比7億6000万
円（4.4％）の増としました（２～３ページ参照）。審
議に当たっては、賛成と反対の討論を行い、起立採
決の結果、賛成12、反対2の賛成多数で可決しました。
　当初予算可決後、木村聡議員が付帯決議案を発議。
予算編成に当たっては「過度に財政調整基金に依存
しないよう留意すること」のほか、「事務事業評価の
早期再開を含めて歳出の精査に努めること」を求め
ました。起立採決の結果、賛成 6、反対 8 で否決し
ました。

　本市の国保基金を活用し、国保被保険者一人当た
り平均 15，000 円の負担軽減を含む条例改正案を可
決しました。

一般会計予算は賛成多数で可決

国保税ひとり15,000円軽減

　国は、少子化対策の一環で子ども・子育て支援金制度を導入するに当たり、財源として健康保険
料に上乗せ徴収することにしており、本市も国保税の税額を変更することにしました。関連する条例
案と補正予算案に対して反対討論が行われましたが、起立採決の結果、賛成多数で可決しました。
　なお、前述の賛否が分かれた議案を除く 20 件は、議員全員が賛成し全会一致で承認・可決。一
般質問には9人の議員が登壇しました。
　このほか、一般会計当初予算に関し、財政調整基金からの 12 億円繰り入れを巡って議員間討議
を行いました。

国保税追加提案も可決

討　論

1人平均引き下げ1人平均引き下げ

伊　勢  　　純一般会計
反対討論

大学との連携による
産業振興という新し
い取り組みが期待
感を与えてくれた。

大和田  加代子一般会計
賛成討論

国保補正予算の主な項目〈R８年第１号〉
歳入（収入）
項　 目 補正額 補正の理由

繰入金
子ども・子育て支援
納付金へ国保基金
から繰り入れ

106万円

（万円未満切り捨て）

国民健康
保険税 1023万円 子ども・子育て支援

納付金の徴収増

歳出（支出）
項　 目 補正額 補正の理由

（万円未満切り捨て）

子ども・子育て
支援納付金分 1129万円 子ども・子育て支援

納付金分として

15,000円15,000円
第1回定例会
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問問
市
長
の
現
任
期
が
一
年
を
切

市
長
の
現
任
期
が
一
年
を
切

っ
た
。
こ
の
三
年
間
を
自
己

っ
た
。
こ
の
三
年
間
を
自
己

評
価
し
た
上
で
、
次
期
市
長
選
に
つ

評
価
し
た
上
で
、
次
期
市
長
選
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

い
て
の
考
え
は
。

答
評
価
に
つ
い
て
は
自
分
が
行

う
の
で
は
な
く
、
市
民
に
一

年
後
、
よ
り
高
い
評
価
を
し
て
も
ら

う
よ
う
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

む
事
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
市

長
選
へ
の
出
馬
に
つ
い
て
は「
白
紙
」

で
は
な
く
、
市
民
の
信
任
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
残
り
の
任
期
を
精
一
杯
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問問
本
市
へ
の
大
学
誘
致
の
効
果
は
。

答
学
生
で
ま
ち
が
賑
や
か
に
な

り
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
で
市

内
飲
食
店
が
助
か
る
。
大
学
や
本
市
、

全
国
の
企
業
が
連
携
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
産
業
や
研
究
開
発
な

ど
の
拠
点
と
な
る
こ
と
な
ど
が
期
待

で
き
る
。

問問
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
は
。

答
本
市
に
は
高
校
卒
業
後
の
学

校
が
な
い
の
で
、
身
近
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
存
在
が
い
な
い
。

大
学
生
が
こ
の
ま
ち
で
活
動
す
る
こ

と
に
よ
り
、
進
学
や
職
業
選
択
、
大

学
生
と
し
て
の
生
活
の
在
り
方
、
キ

ャ
リ
ア
の
積
み
方
な
ど
、
学
ぶ
点
が

多
い
と
思
う
。

問問
本
市
と
東
京
大
学
生
産
技
術

本
市
と
東
京
大
学
生
産
技
術

研
究
所
と
同
大
学
大
学
院
農

研
究
所
と
同
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科
で
先
端
技
術
に

学
生
命
科
学
研
究
科
で
先
端
技
術
に

よ
る
地
方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
力

よ
る
地
方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
力

問問
直
近
の
国
政
選
挙
で
ア
バ
ッ

セ
に
お
け
る
期
日
前
投
票
の

効
果
は
。

答
参
院
選
は
１
７
３
６
人
だ
っ

た
が
、
衆
院
選
は
２
５
３
２

人
に
増
加
。
市
民
へ
の
認
知
度
が
高

ま
っ
た
。

問問
電
子
投
票
を
導
入
す
る
予
定
は
。

答
市
産
業
ま
つ
り
で
２
０
０
人

中
１
９
５
人
が
模
擬
投
票
ア

ン
ケ
ー
ト
に
「
良
か
っ
た
」
と
回
答
。

今
後
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
も
行
い
、

多
く
の
体
験
者
の
意
見
を
基
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
な
ど
で
検
討
を
進
め

る
。本丸

公
園
の
避
難
対
策
は

問問
本
丸
公
園
に
避
難
す
る
際
、

市
は
暑
さ
や
寒
さ
対
策
用
の

テ
ン
ト
を
整
備
す
る
が
、
仕
様
と
管

理
体
制
は
。

問問
新
年
度
予
算
の
目
玉
は
。

新
年
度
予
算
の
目
玉
は
。

答
主
な
も
の
は
子
育
て
支
援
、

そ
し
て
地
域
産
業
の
振
興
に

向
け
た
産
学
連
携
に
関
す
る
取
り
組

み
を
始
め
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
福
祉
、
教
育
、

産
業
振
興
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
な
ど
も
前
年
に
引
き
続
き
進
め
て

い
く
。

国
政
に
何
望
む

問問
総
選
挙
を
経
て
、
今
後
の
国

政
に
望
む
こ
と
は
。

答
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
を

迎
え
、
被
災
者
や
被
災
地
へ

の
支
援
を
「
時
間
が
経
っ
た
か
ら
や

め
る
」「
既
に
予
算
を
た
く
さ
ん
使

っ
た
か
ら
や
め
る
」
で
は
な
く
、
第

３
期
復
興
創
生
期
間
で
も
、
必
要
な

支
援
は
し
っ
か
り
と
国
の
責
任
を
持

っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

協
定
を
結
ぶ
と
の
こ
と
だ
が
、
大
学

協
定
を
結
ぶ
と
の
こ
と
だ
が
、
大
学

の
研
究
者
、
研
究
機
関
が
本
市
に
あ

の
研
究
者
、
研
究
機
関
が
本
市
に
あ

る
こ
と
の
効
果
は
。

る
こ
と
の
効
果
は
。

答
日
本
の
生
産
技
術
は
欧
米
に

比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。
水
産
業

で
言
え
ば
沿
岸
漁
業
の
省
人
化
機
械

な
ど
、
現
場
に
即
し
た
開
発
が
取
り

残
さ
れ
て
い
る
。
中
央
大
学
、
東
京

大
学
な
ど
の
研
究
者
が
そ
の
生
産
現

場
を
見
て
、
課
題
解
決
の
た
め
の
指

導
や
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
は
、
本

市
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
全
体

の
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が
る
。

答
避
難
所
に
常
備
す
る
テ
ン
ト

と
ほ
ぼ
同
等
。
備
蓄
倉
庫
を

設
置
し
、
鍵
の
解
錠
は
博
物
館
、
ア

バ
ッ
セ
、
ま
ち
な
か
会
な
ど
に
協
力

を
仰
ぐ
。
夜
間
の
対
応
は
、
消
防
署

や
消
防
団
と
協
議
し
て
い
る
。

問問
テ
ン
ト
整
備
よ
り
、
公
園
か

ら
さ
ら
に
高
台
方
面
へ
の
避

難
路
整
備
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
避
難
路
整
備
も
進
め
る
が
、

屋
外
指
定
避
難
所
も
対
象
と

な
る
国
の
新
制
度
を
活
用
し
、
市
の

支
出
を
抑
え
て
避
難
用
備
畜
品
整
備

も
進
め
て
い
く
。

鵜
うの　うら　まさ　なり

浦 昌 也
（創生会）

大
おお

和
わ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

菅
かん

野
の

秀
しゅう

一
いち

郎
ろう

（創生会）

次
期
市
長
選
の
考
え
は

　
信
任
得
ら
れ
る
よ
う
励
む

大
学
誘
致
の
効
果
は

　
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が
る

電
子
投
票
の
導
入
予
定
は

　
意
見
聞
き
選
管
で
検
討
す
る

議場での市長席

東大及び同大学院との協定締結後に行われた
ピーカンナッツの植樹

電子投票に使用される端末機

我が市政を
問う！

鵜
浦
昌
也

（
創
生
会
）

市
長
の
政
治
姿
勢

移
住
・
定
住
施
策

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

菅
野
秀
一
郎

（
創
生
会
）

施
政
方
針
演
述

陸
前
高
田
市
に
お
け
る
選
挙
の
投
票

大
和
田
加
代
子
大
学
誘
致

指
定
管
理
者
制
度

福
田
利
喜

（
創
生
会
）

産
業
の
振
興
と
働
く
場
の
確
保

関
係
人
口
の
創
出

今
後
の
教
育
環
境

伊
勢
　
純

（
日
本
共
産
党
）

本
市
の
防
災
・
減
災

人
口
減
少
時
代
の
生
産
性
向
上
策

自
治
会
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

大
坪
涼
子

（
日
本
共
産
党
）

本
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
及
び
生
活
支
援
策
の
強

化
・
拡
充

本
市
の
震
災
学
習
・
民
泊
事
業
の
今
後

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
の
地
域
公
共
交
通

藤
倉
泰
治

（
日
本
共
産
党
）

市
長
の
政
治
姿
勢

本
市
の
財
政
調
整
基
金

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減

施
政
方
針
演
述

佐
々
木
良
麻

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ

大
学
誘
致

木
村
　
聡

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生
）
陸
前
高
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
第
３
期
陸
前
高
田

市
総
合
戦
略
の
策
定

陸
前
高
田
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

施
政
方
針
演
述

一般質問一般質問

こちらから視聴できますこちらから視聴できます

こちらから視聴できます
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問問
公
営
住
宅
に
お
け
る
自
治
会

運
営
の
具
体
的
な
支
援
策
は
。

答
本
年
２
月
に
災
害
公
営
住
宅

自
治
会
か
ら
支
援
継
続
の
要

望
を
受
け
、
各
地
域
に
携
わ
っ
た
専

門
家
を
含
め
た
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
と
も
に
住
民
同
士
の
対
話
を

促
す
話
し
合
い
支
援
補
助
員
の
配
置

な
ど
を
行
う
。

問問
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
ア
ン
ケ

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、半
数
近
く
が「
職

ー
ト
で
は
、半
数
近
く
が「
職

場
や
職
種
の
選
択
肢
」
が
市
内
に
不

場
や
職
種
の
選
択
肢
」
が
市
内
に
不

足
し
て
い
る
と
答
え
て
い
た
。
こ
の

足
し
て
い
る
と
答
え
て
い
た
。
こ
の

結
果
を
ど
う
認
識
し
、
施
策
に
反
映

結
果
を
ど
う
認
識
し
、
施
策
に
反
映

す
る
か
。

す
る
か
。

答
若
者
が
望
む
よ
う
な
職
場
が

少
な
い
こ
と
は
や
む
を
得
な

い
面
が
あ
る
が
、
若
者
が
働
き
た
い

と
思
う
魅
力
あ
ふ
れ
る
職
場
を
一
つ

で
も
多
く
作
る
よ
う
努
め
る
。

問問
職
場
を
行
政
の
中
に
作
る
こ

職
場
を
行
政
の
中
に
作
る
こ

と
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

と
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

か
。
か
。答

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
動
向
を
見
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
国
や
県
に
意
見
を
述
べ

た
い
。

学
習
の
つ
ま
ず
き
は

問問
小
学
４
年
生
は
学
習
内
容
が

小
学
４
年
生
は
学
習
内
容
が

抽
象
的
に
な
り
、
学
習
で
つ

抽
象
的
に
な
り
、
学
習
で
つ

問問
三
年
前
の
市
長
選
挙
公
報
に

三
年
前
の
市
長
選
挙
公
報
に

「
大
学
を
誘
致
」
と
あ
る
が
、

「
大
学
を
誘
致
」
と
あ
る
が
、

市
長
の
考
え
は
当
初
か
ら
公
共
施
設

市
長
の
考
え
は
当
初
か
ら
公
共
施
設

活
用
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
Ｆ
Ｗ
）

活
用
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
Ｆ
Ｗ
）

だ
っ
た
の
か
。

だ
っ
た
の
か
。

答
選
挙
時
に
は
思
い
浮
か
べ
て

い
な
か
っ
た
。後
半
に
な
っ
て

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
き
た
が
、市
民
に

説
明
す
る
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
。

問問
公
約
が
変
わ
っ
た
と
市
民
に

公
約
が
変
わ
っ
た
と
市
民
に

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
今
回
の
施
政
方
針
で
示
し
た
。

本
市
に
市
立
大
学
の
よ
う
な

も
の
を
建
て
る
こ
と
で
は
な
い
。

問問
市
長
が
「
実
現
可
能
」
と
言

市
長
が
「
実
現
可
能
」
と
言

っ
て
い
た
農
林
水
産
業
生
産

っ
て
い
た
農
林
水
産
業
生
産

額
倍
増
の
公
約
の
現
況
は
ど
う
か
。

額
倍
増
の
公
約
の
現
況
は
ど
う
か
。

答
公
約
の
達
成
状
況
は
任
期
末

ま
で
に
新
た
な
展
開
が
見
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
さ
に
次
の
選

挙
の
争
点
に
な
る
。
そ
の
時
に
向
け

て
理
論
武
装
の
在
り
方
も
考
え
る
。

問問
物
価
高
騰
に
よ
り
市
民
生
活

や
地
域
経
済
は
深
刻
で
あ
り
、

新
年
度
予
算
で
の
対
策
は
。

答
す
で
に
国
の
重
点
支
援
交
付

金
２
億
８
千
万
円
を
活
用
し

て
支
援
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
初
予
算
で
は
物
価
高
騰
対
策
に
特

化
し
た
予
算
措
置
は
行
っ
て
い
な
い
。

問問
本
市
独
自
の
対
策
と
し
て
タ

ク
シ
ー
券
の
交
付
を
増
や
し

て
は
ど
う
か
。

答
ひ
と
月
当
た
り
一
律
一
枚
増

や
す
。

産
業
の
機
械
導
入
は

問問
漁
業
・
農
業
・
林
業
分
野
の

機
械
導
入
に
対
す
る
国
、県
、

市
の
本
年
度
の
助
成
金
活
用
状
況
は
。

答
漁
業
で
は
、
市
の
水
産
業
省

人
・
省
力
化
機
械
普
及
事
業

を
創
設
し
、
イ
シ
カ
ゲ
貝
養
殖
容
器

保
護
シ
ー
ト
洗
浄
機
の
導
入
２
件
に

計
１
０
０
万
円
を
助
成
。
農
業
で

は
、
県
の
地
域
農
業
計
画
実
践
支
援

事
業
で
水
稲
の
乾
燥
機
器
の
導
入

な
ど
２
件
に
計
１
２
４
９
万
円
、
市

の
農
業
用
機
械
設
備
等
導
入
事
業

で
田
植
え
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
導

入
な
ど
１６
件
に
計
６
８
８
万
１
千
円

を
助
成
。
林
業
で
は
、
森
林
組
合
に

県
の
木
材
産
業
国
際
競
争
力
強
化

事
業
で
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
導
入
１
件
に

１
３
０
２
万
４
千
円
を
、
ま
た
、
市

の
林
業
担
い
手
対
策
事
業
で
空
調
作

業
服
、
無
線
機
の
購
入
な
ど
１
件
に

20
万
３
千
円
を
助
成
し
て
い
る
。

ま
ず
く
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、「
小
４

ま
ず
く
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、「
小
４

の
壁
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
標
準
学

の
壁
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
標
準
学

力
検
査
で
も
本
市
児
童
の
状
況
は
国

力
検
査
で
も
本
市
児
童
の
状
況
は
国

の
平
均
に
達
し
て
い
な
い
。

の
平
均
に
達
し
て
い
な
い
。

　　
こ
の
時
期
の
教
育
環
境
を
見
直
す

こ
の
時
期
の
教
育
環
境
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
今
小
学
校
３
、４
年
生
の
授

業
に
は
注
力
し
て
い
る
が
、

つ
ま
ず
き
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
引

き
続
き
力
を
入
れ
て
い
く
。

後
援
会
問
題
は

問問
市
長
自
身
の
後
援
会
の
政
治

資
金
収
支
報
告
書
未
提
出
に

対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答
私
の
反
省
は
２
年
間
「
た
だ

忘
れ
て
い
た
」
と
い
う
会
計

の
関
係
者
に
お
願
い
し
て
い
た
こ
と
。

弁
護
士
に
よ
れ
ば
、
私
は
後
援
会
に

関
与
し
て
い
な
い
「
部
外
者
」
で
あ

る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

問問
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
高
齢
者
の

い
る
世
帯
に
対
象
拡
大
す
る

考
え
は
。

答
見
守
り
事
業
な
の
で
難
し
い
。

問問
子
ど
も
基
本
条
例
も
で
き
、
保

育
料
完
全
無
償
化
は
ど
う
か
。

答
令
和
８
年
度
の
実
施
は
見
送

る
判
断
と
し
た
。

民
泊
事
業
の
現
状
は

問問
民
泊
事
業
の
現
在
の
実
施
状

況
は
。

答
令
和
７
年
度
２３
団
体
、３
１
９
６

人
が
訪
れ
て
い
る
。

問問
震
災
学
習
と
民
泊
事
業
の
重

要
性
は
増
し
て
い
る
。
市
と

し
て
今
後
の
課
題
と
展
望
は
ど
う
か
。

答
受
入
家
庭
の
数
が
課
題
で
あ

り
、
令
和
８
年
春
か
ら
気
仙

管
内
の
団
体
等
の
協
力
も
聞
く
。
安
定

し
た
受
入
体
制
の
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
連
携
し
受
入
家
庭
確
保
に
努
め
る
。

伊
い

勢
せ

　 純
じゅん

（日本共産党）

福
ふく

田
だ

利
とし

喜
き

（創生会）

藤
ふじ

倉
くら

泰
たい

治
じ

（日本共産党）

大
おお

坪
つぼ

涼
りょう

子
こ

（日本共産党）

公
営
住
宅
の
自
治
会
支
援
は

　
専
門
家
の
継
続
配
置
な
ど
行
う

二
十
歳
の
意
見
ど
う
反
映

　
魅
力
あ
る
職
場
数
増
に
努
め
る

大
学
誘
致
は
Ｆ
Ｗ
か

　
選
挙
時
に
は
浮
か
ば
な
か
っ
た

独
自
の
物
価
高
対
策
は

　
特
化
し
た
予
算
措
置
は
な
い

市営住宅（高田町）

学習のつまづきが始まる小学４年生

枚数増となるタクシー券（見本）

一次産業が本市の基幹産業

こちらから視聴できますこちらから視聴できます

こちらから視聴できます こちらから視聴できます
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問問
総
合
戦
略
案
で
婚
姻
数
や
若

年
女
性
の
動
向
を
詳
細
に
分

析
し
た
狙
い
は
。

答
若
者
、特
に
女
性
の
Ｕ
タ
ー
ン

者
が
少
な
い
と
い
う
現
実
が

あ
る
。こ
れ
ら
の
推
移
を
追
い
か
け
る

た
め
に
も
過
去
の
分
析
を
行
っ
た
。

問問
個
人
の
自
由
を
前
提
と
し
つ

つ
も
、
行
政
と
し
て
婚
姻
数

等
の
重
要
指
標
を
掲
げ
、
出
産
や
結

婚
を
応
援
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

問問
国
は
、
居
心
地
が
良
く
歩
き

国
は
、
居
心
地
が
良
く
歩
き

た
く
な
る
街
・
ウ
ォ
ー
カ
ブ

た
く
な
る
街
・
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
る
。
本
市

ル
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
る
。
本
市

の
考
え
は
ど
う
か
。

の
考
え
は
ど
う
か
。

答
人
口
減
少
が
進
む
社
会
に
お

い
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続

的
な
都
市
構
造
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
整
備

し
て
き
た
中
心
市
街
地
の
基
盤
を
生

か
し
つ
つ
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ

の
目
的
で
あ
る
、
ひ
と
中
心
の
空
間

を
創
出
す
る
こ
と
は
、
本
市
が
目
指

す
ま
ち
づ
く
り
と
合
致
す
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問問
国
は
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ

国
は
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ

の
推
進
に
併
せ
、
歩
行
者
の

の
推
進
に
併
せ
、
歩
行
者
の

利
便
増
進
の
た
め
歩
道
等
の
占
用
を

利
便
増
進
の
た
め
歩
道
等
の
占
用
を

認
め
る
「
ほ
こ
み
ち
」
制
度
や
固
定

認
め
る
「
ほ
こ
み
ち
」
制
度
や
固
定

資
産
税
の
減
税
措
置
を
実
施
し
て
い

資
産
税
の
減
税
措
置
を
実
施
し
て
い

る
が
、
本
市
で
の
活
用
は
ど
う
か
。

る
が
、
本
市
で
の
活
用
は
ど
う
か
。

答
ほ
ん
ま
る
茜
市
の
開
催
と
併

せ
て
道
路
の
一
部
を
長
期
間

を
発
し
て
は
。

答
出
産
や
結
婚
を
誘
導
す
る
と

捉
え
ら
れ
る
懸
念
か
ら
指
標

設
定
は
避
け
た
が
、
結
婚
や
育
児
を

望
む
人
の
思
い
が
実
現
で
き
る
環
境

整
備
に
、
市
と
し
て
全
力
を
尽
く
す
。

問問
重
要
指
標
に
「
待
機
児
童
ゼ

ロ
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
指

標
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
保
育
料
無

償
化
が
遅
れ
る
こ
と
は
本
末
転
倒
で

は
な
い
か
。

答
重
要
な
指
摘
だ
。
待
機
児
童

を
な
く
す
努
力
は
続
け
つ
つ
、

仮
に
一
定
数
発
生
し
て
も
無
償
化
に

踏
み
込
む
べ
き
と
の
考
え
に
立
ち
、

担
当
部
局
と
前
向
き
に
調
整
し
て
い

く
。パー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

問問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に

つ
い
て
地
域
の
雰
囲
気
は
。

答
各
種
説
明
会
や
男
女
共
同
参

画
の
会
議
で
話
題
と
な
り
、

関
心
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

に
わ
た
り
、
歩
行
者
天
国
と
す
る
社

会
実
験
を
実
施
す
る
と
聞
い
て
お

り
、「
ほ
こ
み
ち
」
制
度
等
の
活
用

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

大
学
誘
致
は

問問
大
学
誘
致
の
達
成
目
標
に
つ

大
学
誘
致
の
達
成
目
標
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
中
央
大
学
や
東
京
大
学
と
の

取
り
組
み
が
よ
り
具
体
化
す

れ
ば
、
ど
の
部
分
が
達
成
で
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
ど
の
部
分
が
不
十
分

な
の
か
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。

木
き

村
むら

　 聡
あきら

（とうほく未来創生）

佐
さ

々
さ

木
き

良
りょう

麻
ま

（とうほく未来創生）

出
産
や
結
婚
の
応
援
策
は

　
環
境
整
備
に
全
力
を
尽
く
す

歩
き
た
く
な
る
街
づ
く
り
は

　
本
市
が
目
指
す
も
の
と
合
致

ほこみち制度を活用して整備された
風待ち広場（気仙沼市）

市総合戦略をマンガでわかりやすく

こちらから視聴できます

こちらから視聴できます

常任委員会 /活動ほうこく

  

管
外
行
政
視
察

　
総
務
常
任
委
員
会
は
１
月
26
日
か
ら
28
日
ま

で
、
長
崎
県
五
島
市
と
長
崎
市
で
脱
炭
素
先
行

地
域
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
五
島
市
は
、
洋
上
風
力
や
太
陽
光
な
ど
豊
か

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
生
か
し
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
ティ
を
表
明
。
市
を
挙
げ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、
脱
炭
素
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
約
30
億
円
が
九
州
電
力
の
電
気

料
金
と
し
て
地
域
外
流
出
し
て
い
る
た
め
、
地

域
内
経
済
循
環
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
現
地
調
査
で
は
、
全
国
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
処

分
に
つ
い
て
視
察
。
廃
棄
で
は
な
く
、
再
利
用

す
る
リ
ユ
ー
ス
対
策
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
藻
場
を
活
用
し
た
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
促
進
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
長
崎
市
は
、
地
元
企
業
７
社
と
地
域
新
電
力

㈱
な
が
さ
き
サ
ス
テ
ナ
エ
ナ
ジ
ー
を
設
立
。
市

が
筆
頭
株
主
と
し
て
35
％
を
出
資
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
市
が
運
営
す
る

２
か
所
の
ご
み
発
電
に
よ
る
電
力
を
、
市
庁
舎

と
市
立
小
中
学
校
な
ど
の
合
計
１
５
７
の
施
設

に
供
給
す
る
、
い
わ
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
取
り
組
み
と
重
な
る
こ
と
も
多
く
、

今
後
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

再生可能エネルギーの説明を受ける

船上から洋上風力発電を視察

委 員 長　藤　倉　泰　治

副委員長　佐々木　一　義

　　　　　菅　野　広　紀

　　　　　伊　藤　明　彦

　　　　　鵜　浦　昌　也

総　務
管外行政視察

　　  　　　　· 長崎県五島市

　　  　　　　· 長崎県長崎市

所管事務調査

　　  会期中の所管事務調査について

　　  管外行政視察報告書について

　　  脱炭素先行地域計画の進捗業

　　  況について（現地調査）

　　  管外行政視察報告書につ

　　  いて

19
２

13
3

26
１

28
１▶

管外行政視察報告書は
こちらでご覧になれます
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常任委員会 /活動ほうこく 常任委員会 /活動ほうこく

 

所
管
事
務
調
査

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
１
月
30
日
、
市
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
ホ
ー
ル
で
「
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
振
興
条
例
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
と
し
た
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の
京

都
橘
大
学
岡
田
知
弘
学
長
が
全
国
で
展
開
さ
れ

て
い
る
同
様
の
条
例
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の

発
展
事
例
に
つ
い
て
説
明
。
委
員
外
議
員
の
ほ

か
、
市
内
の
商
業
・
金
融
業
の
事
業
者
も
参
加

し
ま
し
た
。（
詳
細
は
20
ペ
ー
ジ
参
照
。）

 

管
外
行
政
視
察

　
本
委
員
会
は
、
２
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け

て
、⑴
（一社
）
世
界
遺
産
平
泉
・一関
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（一

関
市
）
⑵
北
上
市
⑶
青
森
県
八
戸
市
⑷
み
ろ
く

横
丁
株
式
会
社
（
八
戸
市
）
及
び
⑸
山
田
町
で

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
概
要
は
次
の

通
り
で
す
。

  

管
外
行
政
視
察

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
１
月
26
日
か
ら
28

日
に
か
け
、
愛
知
県
の
豊
田
市
と
大
府
市
を
訪

れ
、
管
外
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
豊
田
市
で
は
、
国
連
の
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
理
念
に
基
づ
き
、
ユ
ニ
セ
フ
が
推
進
す
る
日

本
型
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
条
例
を
基
盤
に

子
ど
も
総
合
計
画
や
子
ど
も
会
議
、
権
利
相
談

体
制
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
こ
ど
も
の
権
利
を

行
政
施
策
に
反
映
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い

ま
し
た
。

　
昨
年
、
本
市
で
は
議
員
発
議
に
よ
り
「
陸
前

高
田
市
こ
ど
も
基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
お
り
、

条
例
の
理
念
を
具
体
的
な
施
策
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
取
り
組
み
と
し
て
大
い
に
参
考
と
な
る
内

容
で
し
た
。

⑴
観
光
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
、
　

　
ふ
る
さ
と
納
税
や
商
品
開
発
な
ど

　
に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

⑵
空
き
家
対
策
事
業
に
お
け
る
補
助
制
度
や
今

　
後
の
空
家
対
策
計
画
改
定
な
ど
に
つ
い
て

⑶
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
はっ
ち
」及
び
八

　
戸
ま
ち
な
か
広
場「
マ
チ
ニ
ワ
」に
お
い
て
、中
心

　
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出
と
歩
行
者
を
最
優
先
に

　
こ
だ
わ
っ
た
回
遊
性
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

⑷
ま
ち
な
か
に
あ
る
屋
台
村
の
特
徴
と
管
理
運

　
営
に
つ
い
て

⑸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
や
エ
ア
コ
ン
設
置
補

　
助
金
な
ど
に
つ
い
て

　
視
察
先
の
各
政
策
は
、
優
れ
た
実
践
例
で
あ

り
、
政
策
提
言
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
学
び
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
府
市
で
は
、
結
婚
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子

育
て
、
教
育
、
若
者
支
援
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
施
策
を
体
系
的
に
整
理
し
、「
お

お
ぶ
こ
ど
も
輝
く
未
来
応
援
八
策
」
と
し
て
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
民
が
利
用
で
き
る
制
度
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
、
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

な
ど
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
ど

も
・
若
者
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
的
で
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
施

策
の
分
か
り
や
す
い
整
理
や
情
報
発
信
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

 

所
管
事
務
調
査

　
前
述
の
管
外
行
政
視
察
の
内
容
を
踏
ま
え
、

３
月
13
日
に
市
役
所
で
陸
前
高
田
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
第
３
期
）
の
内
容
に

つ
い
て
市
当
局
か
ら
聞
き
取
る
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
実
施
し
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
、

現
状
の
取
り
組
み
状
況
、
課
題
認
識
な
ど
に
つ

い
て
、
市
福
祉
部
の
菅
野
泰
浩
部
長
ら
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
父
親
の
育
児
参
加
は
増
加
傾
向

に
あ
る
一方
、
職
場
の
状
況
に
よ
り
育
児
休
業

を
取
得
で
き
な
か
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
の

ほ
か
、
延
長
保
育
や
病
後
児
保
育
に
つ
い
て
利

用
し
や
す
い
制
度
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
母
子
保
健
の
分
野
で
は
、
小
中
学
生

の
虫
歯
の
割
合
が
高
い
こ
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
起
因
す
る
と
考
え
ら

れ
る
視
覚
の
要
精
密
検
査
者
数
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

大府市で子育て支援策を学ぶ

委 員 長　菅　野　秀一郎

副委員長　伊　勢　　　純

　　　　　木　村　　　聡

　　　　　大和田　加代子

　　　　　中　野　貴　徳

　　　　　大　坂　　　俊

委 員 長　佐々木　良　麻

副委員長　大　坪　涼　子

　　　　　小　林　　　卓

　　　　　福　田　利　喜

　　　　　及　川　修　一

産業建設 教育民生
管外行政視察

· 北上市

· 青森県八戸市

· 山田町

管外行政視察

・愛知県豊田市、大府市等

所管事務調査

　　  中小企業・小規模企業振興条

　　  例を活かした地域づくり

　　  会期中の所管事務調査について
　　  管外行政視察報告書について

　　  管外行政視察報告書について

　　  視察内容に伴う要望事項案に

　　  ついて

所管事務調査

　　   管外行政視察報告書について

　　   会期中の所管事務調査について

　　   「陸前高田市子ども・子育て支

　　   援事業計画（第３期）」について

　　   管外行政視察報告書について

　　   陸前高田市こども基本条例に係

　　   るリーフレットについて

26
１

28
１

30
1

19
2

13
3

13
3

19
2

４
2

６
2▶

▶

山田町庁舎屋上から建物の復興状況を視察

ＤＭＯについて学ぶ 管外行政視察報告書は
こちらでご覧になれます

管外行政視察報告書は
こちらでご覧になれます
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令
和
８
年
第
一
回
臨
時
会
は
１
月
19

日
に
行
い
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
な
ど
２
件
を
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ

れ
３
億
４
５
９
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
１
９
０
億
４
２
７
７
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
歳
入
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
に
加

え
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
２
３
４
９
万

円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
市
内
消
費
拡
大
支
援
事
業

　

陸
前
高
田
市
議
会
は
、１
月
20
日
、

「
議
会
と
語
る
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
市
役
所
６
階
に
あ
る
市
議
会
の

本
会
議
場
を
会
場
に
今
後
開
催
し
て
い

く
市
民
の
方
々
と
の
懇
談
の
場
の
初
回

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。対
象
は
市
内

11
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

と
し
、役
員
な
ど
20
人
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、人
口
減
少
や
高
齢

化
に
伴
う
自
治
会
運
営
の
担
い
手
不
足
、

か
さ
上
げ
地
の
雑
草
問
題
、小
学
校
の

適
正
規
模
化
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
も
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、「
過
去
の
語

る
会
で
出
さ
れ
た
意

見
が
紙
面
で
十
分
に

紹
介
さ
れ
て
い
な

い
」と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。こ
れ
に

対
し
、福
田
利
喜
議

会
だ
よ
り
編
集
小
委

員
長
は
「
議
会
だ
よ

り
は
詰
め
込
み
す
ぎ

ず
、読
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
目
指
し

に
１
億
９
６
０
０
万
円
、
水
道
料
金
支

援
事
業
に
５
１
１
２
万
円
、
本
市
出
身

学
生
支
援
事
業
に
５
０
０
万
円
な
ど
、

計
13
の
物
価
高
騰
対
策
事
業
に
配
分
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
市
内
消
費
拡
大
支
援
事

業
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に
係

る
費
用
で
、
発
行
団
体
で
あ
る
陸
前
高

田
商
工
会
に
全
額
補
助
し
ま
す
。

　
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

３
月
か
ら
１
年
間
基
本
料
金
を
５
０
０

円
減
免
す
る
も
の
で
す
。

　
物
価
高
に
よ
り
生
活
環
境
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
本
市

出
身
の
大
学
生
や
専
門
学
校
生
に
は
、

本
市
と
の
つ
な
が
り
を
再
認
識
し
て
も

ら
い
な
が
ら
安
心
し
て
学
生
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
議
員
か
ら
は
想
定
す
る
学
生
数
や
連

絡
手
段
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。
当
局

は
市
内
卒
業
生
の
デ
ー
タ
な
ど
か
ら

３
０
０
人
程
度
と
把
握
し
て
お
り
、「
市

Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
手

法
で
周
知
に
努
め
て
い
く
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

て
い
る
。議
会
だ
よ
り
以
外
の
方
法
で

も
市
民
と
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
語
る
会
は
、各
地
区
が
抱
え

る
課
題
を
全
体
で
共
有
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。市
議
会
で
は
、今
後
市
内
の

こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
模
擬
議
会
「
こ

ど
も
議
会
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の

方
々
を
対
象
に
、本
会
議
場
を
活
用
し

た
語
る
会
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

1億9600万円

5100万円

令
和
８
年

第
一
回
臨
時
会

プレミアム商品券の発行、市民生活に直結する水道料金対策に加え、燃油高対プレミアム商品券の発行、市民生活に直結する水道料金対策に加え、燃油高対
策として公共交通機関への支援、介護福祉施設への支援が主な内容となった。策として公共交通機関への支援、介護福祉施設への支援が主な内容となった。

物価高騰対策など
3億4500万円を追加補正

国の物価高騰対策を受け、補正予算案２件を可決国の物価高騰対策を受け、補正予算案２件を可決

4月18日発売予定のプレミアム商品券

水道料金減額へ

プレミアム商品券発行に
議場を会場にコミセン役員との意見交換会

議
会
と
語
る
会

参加者全員で記念撮影

初開催
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け
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
岡
田
氏
は
古
く
か
ら
近

江
商
人
に
言
わ
れ
る
、
売
り
手
よ
し
、

買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
の
「
三
方
よ

し
」
の
原
則
を
も
と
に
、
他
市
の
事
例

な
ど
を
紹
介
。
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

で
、
首
長
や
行
政
実
務
担
当
が
交
代
し

た
と
し
て
も
、
自
治
体
と
し
て
の
組
織

的
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
、
法

的
裏
付
け
の
も
と
に
系
統
的
展
開
が
で

き
る
と
強
調
。
条
例
を
い
か
し
た
今
後

の
展
望
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
条
例
を
も
と
に
中
小
企
業
の

実
態
調
査
を
し
、
具
体
的
施
策
を
展
開

し
て
い
く
事
で
効
果
を
生
み
出
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
ず
、「
単
な
る
宣
言
条
例

に
終
わ
ら
せ
て
は
意
味
が
な
い
」
と
も

述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
足
元
の
地
域
経
済
社
会
を

元
気
に
す
る
主
役
は
地
域
の
中
小
・
小

規
模
企
業
。
た
だ
し
、
主
体
的
に
動
い

て
こ
そ
、
真
の
意
味
で
の
主
役
と
な

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
１
月
30
日
、

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
「
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
委
員
外
議
員
の
ほ
か
、
商

工
会
や
銀
行
、
ま
ち
な
か
会
な
ど
に
も

参
加
を
呼
び
掛
け
、
昨
年
６
月
に
制
定

し
た
「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
」
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
活
用

に
向
け
た
醸
成
を
促
す
取
り
組
み
と
し

て
調
査
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
京
都
橘
大
学
学
長
・
京
都
大

学
名
誉
教
授
の
岡
田
知
弘
氏
か
ら
「
地

域
を
豊
か
に
す
る
と
は
」、
と
い
う
切

り
口
で
地
域
内
再
投
資
力
と
地
域
内
経

済
循
環
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
義
を
受

る
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
で
、
委
員
会
と
し
て
改

め
て
、
こ
の
条
例
を
も
と
に
主
体
性
を

持
っ
た
政
策
提
言
し
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　
震
災
後
か
ら
続
く
名
古
屋
市
と
本
市
と
の
交
流
を
象
徴

し
た
「
絆
ま
つ
り
」が
２
月
22
日
、一本
松
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
名
古
屋
市
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、

今
回
初
め
て
本
市
で
開
催
さ
れ
、ス
テ
ー
ジ
発
表
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
に
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
両
市
は
、平
成
24
年
に
絆
協
定
を
締
結
し
、中
学
生
の
相

互
訪
問
交
流
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。今
イ
ベ
ン
ト
の
実

行
委
員
会
は
中
学
生
交
流
の
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
名
古
屋
市
の
広
沢一郎
市
長
が
佐
々
木
拓
市

長
へ
、名
古
屋
で
育
て
ら
れ
た一本
松
の
「
孫
」を
手
渡
し
、

今
後
も
絆
を
深
め
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
、太
鼓
演
奏
、歌

や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、絆
協
定
に
よ
る
交
流
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
「
未
来
へ
の
翼
」の
新
た
な
映
像
が
発
表

さ
れ
、実
行
委
の
メ
ン
バ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
出

演
者
ら
が
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
、美
し
い
合
唱
を

響
か
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、本
市
議
会
と
交
流
が
あ
り
、震
災
後

「
心
に
花
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
陸
前

高
田
市
役
所
仮
庁
舎
前
を
プ
ラ
ン
タ
ー
の

花
々
で
彩
る
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
名
古

屋
市
会
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
ふ
じ

た
和
秀
議
員
は
じ
め
11
人
の
議
員
も
会
場
に

駆
け
つ
け
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

う
に
市
内
の
病
院
な
ど
に
も
置
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
会
議
録
セ
ン
タ
ー
は
、本
市
議
会
で

も
議
事
録
の
作
成
業
務
を
委
託
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、議
会
だ
よ
り
の
編

集
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
や
、コ
ン
テ
ス
ト
の

よ
う
な
も
の
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
お

り
、今
回
は
技
術
的
な
指
導
を
受
け
て

き
ま
し
た
。会
場
と
な
っ
た
会
議
室
に

は
全
国
の
市
町
村
議
会
が
発
行
し
て
い

る
議
会
広
報
が
並
べ
て
あ
り
、実
際
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
研
修
の

成
果
を
生
か
し
、市
民
に
何
を
伝
え
る

か
も
考
え
な
が
ら
議
会
だ
よ
り
の
発
行

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会
は
、議

会
だ
よ
り
が
市
民
と
議
会
を
結
ぶ
ツ
ー

ル
と
し
て
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
、

１
月
14
日
か
ら
15
日
ま
で
先
進
自
治
体

で
あ
る
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
と
、

全
国
の
議
会
だ
よ
り
に
携
わ
っ
て
い
る

（
株
）会
議
録
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
議

会
だ
よ
り
の
編
集
方
針
や
基
本
的
な

編
集
技
術
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　
杉
戸
町
で
は
議
会
だ
よ
り
の
表
紙

か
ら
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。ま
る
で
フ
ァッ

シ
ョ
ン
誌
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
と
ロ
ゴ
が
ロ
ー
マ
字
で
あ
る
な
ど一

般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
か
け
離

れ
る
も
の
で
し
た
。杉
戸
町
議
会
の
編

集
委
員
会
は
１
期
目
、２
期
目
の
議
員

で
構
成
し
て
お
り
、紙
面
を
大
き
く
リ

ニュ
ー
ア
ル
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。そ

の
理
由
は
、「
え
っ
、こ
れ
な
に
？
」と
ま

ず
は
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
主

に
し
た
と
い
う
こ
と
で
、最
近
発
行
さ

れ
た
も
の
は
ど
れ
も
表
紙
で
引
き
付

け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

様
々
な
人
の
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
よ

産業建設常任委員会研修会

講師の岡田知弘氏

講師に質問する参加者

 講師を招いて市内企業・団体とともに 

 地域内経済循環を学ぶ 

議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会
行
政
視
察
研
修

絆絆まつりまつり
名古屋市との友情の象徴名古屋市との友情の象徴

斬新なデザインの

杉戸町議会だより

賑わった

「
未
来
へ
の
翼
」ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
は
、

こ
ち
ら
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。
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議
会
を
傍
聴
し
た
く
て
も
時
間

と
日
程
が
合
わ
ず
叶
わ
な
い
で
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
動
画

配
信
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
を

み
つ
け
て
は
視
聴
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
の
様
子
は
、
初
日
の

本
会
議
と
予
算
等
特
別
委
員
会
を

視
聴
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
市
長
の
施
政
方
針
演
述

が
行
わ
れ
、
予
算
執
行
に
対
す
る

思
い
の
丈
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

の
は
有
意
義
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
一般
質
問
と
違
い
、
か
い
つ
ま

ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
詳
細
に
言

葉
が
紡
が
れ
る
重
要
な
演
述
な
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
が
経

過
し
、
復
興
の
た
め
の
財
源
か
ら
、

自
主
財
源
を
重
視
し
た
予
算
組
み

に
な
っ
て
き
た
い
ま
、
私
た
ち
市

民
は一人
ひ
と
り
の
税
金
が
ど
の
よ

う
に
有
効
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か

を
見
届
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
予
算
規
模
が
復
興
時
か

ら
か
け
離
れ
て
い
く
あ
た
り
が
分

か
り
に
く
い
の
で
す
が
、
身
の
丈

に
合
っ
た
予
算
で
夢
を
描
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
予
算
等
特
別
委
員
会
の
視
聴
の

際
は
、
資
料
な
ど
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
聞
く
と
理
解
が
深
ま
る

と
感
じ
ま
し
た
。
議
会
を
傍
聴
す

る
際
は
資
料
な
ど
は
用
意
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
声
が
届
い
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
味
か
ら
も
、
機

会
を
見
つ
け
て
傍
聴
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

傍
聴
者
の 

声武
む

藏
さし

野
の

  美
み

和
わ

 さん
高田町在住  ６１歳

た
活
発
な
意
見
交
換
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
そ
の
中
で
、「
何
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
な
る
か
を
知
る
こ
と
」「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
だ
と
指
摘
し
合
え
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
」な
ど
、条
例
制
定
も

視
野
に
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
３
回
の
研
修
を
終
え
て
、議
員
で

あ
る
こ
と
が
す
で
に
パ
ワ
ー
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
を
新
た
に
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
し

ま
し
た
。

（
素
案
）に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
つ
い
て

◎
陸
前
高
田
市
地
域
防
災
計
画
修

正
案
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
に
つ
い
て

◎
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
に
係
る

　
所
得
税
の
過
大
徴
収
に
つ
い
て

◎
陸
前
高
田
市
立
小
中
学
校
の
在

　
り
方
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

● 

３
月
17
日

◎
条
例
及
び
補
正
予
算
の
専
決
処

　
分
に
つ
い
て

　

本
市
議
会
議
員
を
対
象
と
し
た

第
３
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
の
実
態
と
対
策
に

つ
い
て
」は
３
月
９
日
、前
回
に
引
き

続
き
、崎
山
美
智
穂
社
会
保
険
労
務

士
（
大
船
渡
市
）を
講
師
に
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
は
、実
際
に
他
市
で
あ
っ
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
や
実
態
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、「
私
は
こ
う
思

い
ま
す
」と
い
う
自
分
を
主
語
に
し

　

令
和
８
年
１
月
以
降
に
市
当
局

か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

● 

２
月
19
日

◎
陸
前
高
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

第
３
期
陸
前
高
田
市
総
合
戦
略

（
素
案
）に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

◎
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
定

等
に
つ
い
て

◎
陸
前
高
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

議
会
を
動
画
で
視
聴
し
た

感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

  

コ
ン
プ
ラ
研
修

全
員
協
議
会 そ

の
３

第136号表紙の写真は○○保育所のこどもたちです。
○の中にはどんな漢字が入るでしょうか？　

○の中にはどんな漢字が入るでしょうか？

クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、ハガキ、FAX、メールのいずれかで応募して
ください。また市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを必ず記入してください。
正解者の中から抽選で５人の方に粗品をお送りします。（当選者の発表は発送をもって代えさせて
いただきます。） ※いただいた意見要望等は次回の市議会だよりに掲載することがあります。

応
募
方
法

議会だより第135号クイズの答え 答え横田

〒029-2292  陸前高田市高田町字下和野100   陸前高田市議会事務局 宛
ＦＡＸ 0192-53-1210　 ＭＡＩＬ（こちらのメール送信フォームをご利用ください。）
令和８年５月１５日（当日消印有効）

あ て 先

しめきり

３月９日の広聴広報特別委員会開会前に委
員会室を訪れた小友保育所のこどもたち。
議員も思わずニッコリ。

　交流コーナーの意見、
最近は幅広い年代が見受けられ
嬉しいです。若い方の思いが知れ
ました。これからもどんどん
意見が出るよう望んでいます。
（高田町女性　80代）

　市議会だより毎月楽しみに
拝見しています。陸前高田市がより
よいまちになる様、陰ながら応援して
います。一本松の陸前高田市が全国に
誇れるまちになる事を願っています。
（広田町女性　70代）

　一般質問の内容が議員同士で
かぶらないようにしてください。
（広田町女性　40代）

　まちづくりの方向がもう少し
早く決まれば、若者がまちに
残ったのでは。10年先、100年
先の陸前高田市を考えて進めて
ほしい！（気仙町男性　70代）

一度議会を傍聴したいと
思いながら、一度は是非。
（高田町女性　70代）

市議会では、広くご意見をうかがうため、
市民のみなさまへクイズを出しています。
第135号のクイズの答えとともに寄せら
れたご意見の一部を紹介します。

議会だよりクイズ?

議会と市民の交流コーナー議会と市民の交流コーナー

表紙の写真
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今
期
定
例
会
開
会
中
、Ｗ
Ｂ
Ｃ

で
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
に
日
本
中

が
沸
き
ま
し
た
。反
面
、米
・イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃

が
始
ま
り
、そ
の
影
響
で
原
油
価

格
が
上
昇
し
、物
価
高
騰
の
嵐
が

市
民
生
活
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
の
令
和
８
年
度
定
例

会
。議
会
や
行
政
が
目
指
す
の
は

市
民
福
祉
の
向
上
で
す
。人
口
減

少
、少
子
高
齢
化
、地
域
経
済
の

縮
小
、イ
ン
フ
ラ
の
維
持
な
ど
迫

り
く
る
荒
波
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
、当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た

施
策
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
市
民

の
ご
意
見
・
ご
提
案
の
声
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　  （
佐
々
木
一
義
）

印
刷
／
タ
ク
ミ
印
刷
有
限
会
社

議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会

　
委
員
長 

福
　
田
　
利
　
喜

　
副
委
員
長 

大
和
田
　
加
代
子

　
委
　
　
員 

佐
々
木
　
良
　
麻

　
　  

同 

菅
　
野
　
秀
一
郎

　
　  

同 

伊
　
勢
　
　
　
純

　
　  

同 

佐
々
木
　
一
　
義

あ
と
が
き

がんばってます！ 市内の団体や個人を紹介します。

　劇団☆ばばばのステージは、演じる側はとて
も楽しく、観客からはおもしろかったと言ってい
ただいているのがうれしいです。
　団員には、さまざまな専門職の人たちが参加し
ています。医師、看護師、栄養士、介護福祉士、
ケアマネジャーなど30人ほどで、現在、減塩指
導、転倒予防、虫歯予防の３つの演目に取り組
んでいます。
　昨年秋にアバッセで、午前と午後の２回に分け
て公演し、立ち見も出るくらいでした。演じる側
も楽しみながら舞台を支えていますので、各地
区の健康まつりなど、呼んでいただければ、どこ
にでも行きます。
　私たちは、市民のみなさんが幸せで元気に暮
らしてほしいと思っています。そのための知識を
分かりやすく広めていきたいです。笑いを交えな
がらの演劇は、私たちの思いを伝える方法として
合っていると感じています。
　そうは言っても、団長には、団員の仲間から
不在中に推されてまして…。断れない性格なん

です（泣）。私は、この劇団に震災直後から参加し
ていますが、当初は大道具など裏方の担当でし
た。今では女優もしていますが(笑)、これから
も、福祉で活動する仲間と一緒に何かの役に立
ちたいと思っています。

　今、福祉分野の人手不足も課題ですが、人材
育成がもっとも気にかかるところです。将来にわ
たり介護士が足りるのだろうかという不安から、
福祉における人材育成、そのための現場での経
験や技術教育をもっと補える環境づくりも進め
てほしいです。

劇団☆ばばば  団長
小 林  里 美 さん

　小林里美さん（高田町）は、陸前高田市社会福祉

協議会の介護支援専門員です。日ごろの仕事と併

せ、各地でユーモアを交えて健康増進に向けた演

劇を披露する劇団☆ばばばの団長としても活躍し

ています。演劇に対して、どのような思いがあって

取り組んでいるのか、話をうかがいました。

活動の内容は市公式ホームページ
でも紹介しています。

第24回

議会へのひとこと
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